
第 5次香芝市総合計画に係る策定方針について 

 

＜策定の趣旨＞ 

 

平成 23 年 8 月に地方自治法が改正（第 2 条第 4 項削除）され、現在、基本構想

の策定義務と議会での議決が撤廃されています。 

しかし、本市では、人口減少の到来、少子高齢化による人口構造の変化、市税収

入の伸び悩みなど、市政を取り巻く厳しい社会・経済環境の中、経営資源を有効活

用しながら最大の効果を生み出すためには、市全体の基本的な指針となる計画が今

後も必要不可欠であると判断し、引き続き、市の最上位計画として「第 5 次香芝市

総合計画」を策定します。 

 

 

＜策定の根拠＞ 

 

根拠となる条例を定める予定（令和 2 年 3 月議会に議案上程予定）です。 

なお、議決は「基本構想」部分のみと考えています。 

 

※第 4 次総合計画では、前述の地方自治法の策定義務に基づき、「基本構想」部 

分について平成 22 年度に議決を経て策定しています。 

 

 

＜策定の視点＞ 

 

策定の趣旨を踏まえ、下記の視点を前提に、市民意見の聴取と職員のマンパワー

を活用しながら、策定を進めます。 

 

 １．時代潮流に対応した計画 

 ２．計画の実効性、弾力性、即応性を備えた計画 

 ３．根拠に基づく、現実的な計画 

 ４．市民にも職員自身にも分かりやすい計画 

 

※基本的には「第 4 次香芝市総合計画」の構成を引き継ぎますが、工夫を加え、

“十分に活用される計画”にしたいと考えています。 
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＜計画の期間＞ 

 

◆第 4 次香芝市総合計画 

    ・対象期間  平成 23 年度から令和 2 年度まで 

  ・構成内容  基本構想：10 年間 

           基本計画： 5 年間（前期・後期の 2 期） 

 

 

 

◆第 5 次香芝市総合計画 

    ・対象期間  令和 3 年度から令和 14 年度まで 

    ・構成内容  基本構想：12 年間 

           基本計画： 4 年間（前期・中期・後期の 3 期） 

 

 

  （期間の見直し理由） 

    基本計画は、「①社会経済の変化のスピードに対応」「②効果検証しやすく、

ある程度の期間で見直しができる」「③市長マニフェストとの整合性を図る」

の観点により、1 期 5 年から 1 期 4 年に見直しました。 

このことに伴い、基本構想の期間を 8 年・12 年・20 年のいずれかで検討 

した結果、「長期を展望したまちづくりの方向性を示すものではあるが、経年

による状況変化を考慮するため一定期間をもって見直すタイミングも必要

である」との考えのもと、「12 年」に見直すこととしています。 

 

 

期間のイメージ図 

 
 

 

 

 

R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11 R12 R13 R14 R15

（見直し） ● ○ ○ ●

基本構想

基本計画

市長任期

12年間（第5次）

12年

4年 4年 4年
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＜計画の構成＞ 

 

計画の構成（案）は下記のとおりを考えています。 

 

※下線が「人口ビジョン」「総合戦略事業」として第 5 次に組み込む項目です。 

構成 内容 

１ はじめに 

・策定の趣旨 

・市を取り巻く環境（時代の潮流） 

・市が抱える課題の整理 

・計画の構成と期間 

２ 
基本構想 

（12 年間のビジョン） 

・将来像（キャッチコピー/スローガン） 

・基本目標と施策体系（政策・施策） 

・まちづくりの進め方 

３ 
人口の将来展望 

（12 年間のビジョン） 
・人口ビジョン（人口の将来展望） 

４ 
基本計画 

（4年間での取組内容） 

・施策体系 

・総合戦略関連施策の取組内容と KPI 

・基本施策（総合戦略関連施策以外）の取組内容と KPI 

５ 資料編 

・人口ビジョン（人口推計等の基礎資料） 

・財政見通し 

・市民意識調査の結果と分析 

・策定経緯 等 

 

◎基本構想（12 年） 

 

総合的かつ計画的な市政運営を図るため、まちづくりの基本的な考え方やめざ

す姿を普遍的なビジョンとして示します。 

 

◎基本計画（1期 4年×3期） 

 

基本構想で明らかにした将来都市像及びめざす姿の実現に向け、今後 4 年間で

取り組む具体的な施策・事業を掲げるものです。 

第 5 次では、施策ごとの取組内容及び KPI（重要業績評価指数）をこれまでよ

り具体的に示すことで、各部局、また各所属における日々業務の指針として位置

付けます。 
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○将来像（キャッチコピー／スローガン） 

  

新たな基本構想の策定に合わせ、設定予定です。 

（設定手法は検討中です） 

 

※第 4次の将来像は「笑顔と元気!!住むなら かしば」です。 

 

○人口ビジョンと総合戦略事業 

 

香芝市人口ビジョン及びまち・ひと・しごと創生総合戦略は、総合計画にその

考え方を盛り込み、第 5 次からは一体的に運用していきます。 

ただし総合戦略は、特に「人口減少克服・地方創生」を主たる目的としている

ものであるため、基本計画において、この課題に対して取り組む施策と他の施策

とを区別して整理していく予定です。 

 

※現総合戦略は、平成 27 年度～令和元年度が計画期間ですが、令和 2 年度まで

1 年延長する予定です。 

 

 

＜策定の体制＞ 

 

１．審議会 

有識者、関係団体代表者、市民等 15 名からなる香芝市都市経営市民会議（附

属機関）において、R1 年度に 3 回、R2 年度に 3 回（未定）、総合計画策定につ

いての議論、報告等を行います。 

 

２．市民参加 

①市民意識調査 

無作為抽出の市民 2,000 人を対象に、まちづくりへの意向等（第 4 次総合計

画の満足度、これからの重要度 等）を調査します。 

 

②中学生アンケート 

未来の香芝市を担う若者として、市内中学校 3 年生を対象に、まちづくりに

関するアンケートを実施します。 
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③タウンミーティング 

市民にまちづくりについて説明する場、また意見を直接伺う場として、市内

を 4 区（中学校区）に分け、タウンミーティングを開催します。 

※市長、副市長に出席いただく予定です。 

 

④パブリックコメント 

基本構想（案）及び基本計画（案）に対する意見募集の 2 回実施します。 

 

３．庁内体制 

①部長級会議 

部長級職員をメンバーとする策定委員会を組織し、各種内容を審議、決定し

ていきます。庁内案の最終決定機関になります。 

 

②課長級以下会議 

所属の代表 1 名ずつ（課長級以下の職員）をメンバーとするワーキングチー

ムを組織し、現状分析と課題整理から今後の目標及び取組内容について議論し、

計画案の作成を行っていきます。コンサルによる原案作成を予定していません

ので、当会議において計画書に記載する文章等を作成していきます。 

 

③照会通知 

各所属において検討・整理等が必要な事案については、メールで随時照会し

ます。 

 

４．議会 

基本構想の策定について、令和 2 年 12 月議会に上程予定です。 

※基本計画（案）も参考資料として添付します。 

 

 

＜策定のスケジュール＞ 

別添のとおり 
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第5次香芝市総合計画　策定のスケジュール

◆策定ステップ

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

製本

◆主なスケジュール ↓市長選挙

都市経営市民会議 ● ● ● ● ● ●

市民意識調査

中学生アンケート

タウンミーティング

パブリックコメント

基礎調査

部長級会議

課長級以下会議

照会通知

策定条例の制定
●

基本構想案の議決
●

４．議会関係

３．庁内体制

事業内容

２．市民参画

R1年度 R2年度

（策定ステップ） 現状分析・課題整理・第4次評価
基本構想案の作成

人口ビジョン策定
基本計画案の作成

１．審議会

（回数等未定）

（回数等未定）

（回数等未定）

実施 集計・結果分析 考察・報告書作成

データ整理・分析・検証 報告書作成

基本構想 基本計画

実施 集計・結果分析 考察・報告書作成

4地区で開催

3月議会

12月議会

6/6



香芝市総合計画策定に係る市民意識調査 

 

＜実施概要＞ 

・調査対象者：１６歳以上の市民２,０００名（住民基本台帳から無作為抽出） 

・目標回収率：６０％ 

・調査方法 ：郵送による配布・回収 

 

＜配布・回収＞ 

・配布：令和元年９月第１週目に発送。 

・回収：令和元年９月２７日（金） 

 

＜内容＞ ※別添のとおり（Ａ４・１５ページ） 

１．定住意向 

  居住暦、住んでいてよかったこと・困ること、住み続けたいかどうか 等 

２．香芝市が取り組む施策の評価 

第４次総合計画の施策の「現在の満足度」「今後の重要度」、優先的に力 

を入れるべきと考える施策・後に回してもやむを得ないと思う施策 等 

３．市民協働のまちづくり 

協働のために必要なこと、市政への参画意向、地域活動 等 

４．地方創生の取り組み（就労・雇用、子育てなど） 

香芝市まち・ひと・しごと創生総合戦略の施策について、就労・雇用で 

必要な支援策、子育て支援や教育環境充実に必要な施策 等 

５．市で検討している個別課題（モナミホールについて） 

６．回答者の属性 

 

＜今後の予定＞ 

・１０月～１１月 集計・結果分析 

・１１月     第２回都市経営市民会議においてアンケート集計概要報告 

・１２月～２月  考察・報告書作成 

・２月      第３回都市経営市民会議において最終報告 



令和元年度香芝市市民アンケート 

皆さまのご意見をお聞かせください 

 

皆さまには、日頃から香芝市政にご理解とご協力をいただき、誠にありがとうございます。 

香芝市では、現在、市の基本的な施策方針を定めた「第４次香芝市総合計画」に基づき、

まちづくりを進めています。この現計画は平成 23 年度から令和２年度を計画期間としてお

り、来年度末で計画期間の終了を迎えるため、これを引き継ぐ「第５次香芝市総合計画」を

策定する予定です。 

つきましては、「第５次香芝市総合計画」の策定にあたり、市の施策に対する皆さまの評

価、また皆さまの意識や生活スタイル等の幅広い項目についてご意見をお聞かせいただきた

く、アンケート調査を実施します。このアンケート調査は、香芝市にお住まいの 16 歳以上

の方 2,000人を無作為に抽出し、依頼させていただいています。 

何かとお忙しいこととは存じますが、本調査の趣旨をご理解いただき、調査を通じた市政

への参画にご協力くださいますようよろしくお願い申し上げます。 

 

令和元年９月 

香芝市長 吉田 弘明                    

 

  

○ 令和元年９月１日現在の状況について、お答えください。 

○ ご回答は、あて名のご本人がご記入ください。ご本人がご記入できない場合は、代

わりの方がご本人のお考えを聞きながらご記入ください。 

○ 回答方法は、当てはまる番号に○印をつけるものと、必要なことがらを書き込むも

のがありますのでご注意ください。 

○ 回答が「その他」で（ ）がある場合は、（ ）内になるべく具体的にその内容をご

記入ください。 

○ 質問によっては回答していただく方が限られる場合がありますので、質問のことわ

り書きをご確認ください。 

○ ご回答いただいたアンケート用紙は、無記名のまま、同封の返信用封筒（切手不

要）に入れて、９月 27日（金）までに投函してください。 

○ アンケートの結果は、市ホームページなどで公表いたします。ただし、アンケート

は無記名で、ご回答内容はすべて統計的に処理しますので、個人が特定されること

はありません。調査目的以外には使用いたしませんので、皆さまの率直なお考えを

ご記入くださいますよう重ねてお願いいたします。 

【お問い合わせ先】 

香芝市役所企画部企画政策課 電 話：０７４５－４４－３３２５ 

ＦＡＸ：０７４５－７８－３８３０ 

メール：kikaku@city.kashiba.lg.jp 

ご記入に際してのお願い 

 

分からないことがあ

れば、お気軽にお問

い合わせください。 
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Ⅰ． 定住意向について、うかがいます。                                              

問 1 あなたは、香芝市に何年お住まいですか。（１つに○） 

１．生まれてからずっと ４．転入後５年以上 10 年未満 

２．転入後 20 年以上 ５．転入後１年以上５年未満 

３．転入後 10 年以上 20 年未満 ６．転入後１年未満 

 

 

問 2 現在のお住まいに来られる以前はどこに住んでおられましたか。（１つに○） 

１．ずっと現在のところに住んでいる 

              ⇒ 問 5へ 

５．京都府         ⇒ 問 3へ 

２．現在地以外の香芝市内  ⇒ 問 3へ ６．東京圏（東京都・神奈川県・埼玉県・千葉県） 

              ⇒ 問 3へ 

３．香芝市以外の奈良県   ⇒ 問 3へ ７．その他の都道府県または外国 

              ⇒ 問 3へ 

４．大阪府         ⇒ 問 3へ  

 

 

問 3 問 2で「１．」以外に○をつけた方のみお答えください。 

あなたが現在の居住地にお住まいになった経緯は何ですか。（１つに○） 

  

 

 

 

 

問 4 問 2で「１．」以外に○をつけた方のみお答えください。 

あなたが香芝市に住んでいる理由は何ですか。（あてはまるもの３つまでに○） 

１．自然環境が良いから ７．良い土地や住宅があったから 

２．勤務や通学に便利だから ８．家族や親戚、知人がいたから 

３．生活環境が整っているから ９．以前香芝市に住んでいたから 

４．文化・教育環境が良いから 10．市に将来性を感じたから 

５．寮や社宅があったから 11．その他 

６．結婚相手の実家があったから   （                   ） 

 

 

  

１．最初から香芝市に住みたかった 

２．いろいろ検討した結果、香芝市に住むことにした 

３．特に香芝市に住みたかったわけではないが事情により住むようになった 
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問 5 すべての方にうかがいます。 

   香芝市に住んでいて、①よかったことは何ですか。また、②困ることは何ですか。よかったこと

と困ることのそれぞれについて、下からあてはまるものすべての番号を書いてください。 

①よかったこと（                                 ） 

②困ること   （                                     ） 

１．買い物や金融機関の利用等の利便性 14．福祉や介護の施設やサービス 

２．交通機関の利便性 15．行政サービス 

３．道路など都市基盤の整備状況 16．まちなみや景観 

４．就労・雇用の環境 17．気候 

５．通勤・通学の便 18．自然環境 

６．病院などの医療体制 19．地域の文化や伝統 

７．住宅事情 20．近所づきあい 

８．治安 21．親や親戚が近くにいる 

９．物価 22．親や親戚が近くにいない 

10．災害への備え 23．友人・知人が近くにいる 

11．子育ての支援や環境 24．友人・知人が近くにいない 

12．教育環境 25．その他（             ） 

13．文化・スポーツ施設 26．特にない 

 

 

問 6 あなたは、今後も香芝市に住み続けたいと思われますか。（１つに○） 

１．このままずっと住み続けたい  

２．市内の別の所で住み続けたい  

３．市外へ転居したとしてもいずれ香芝市に戻ってきたい  

４．市外へ転居したい  

５．わからない  

６．その他（                  ） 

 

 

問 7 あなたは、香芝市に愛着を感じていますか。（１つに○） 

１．愛着を感じる ⇒ 問 8へ  

２．どちらかといえば愛着を感じる ⇒ 問 8へ  

３．どちらかといえば愛着を感じない ⇒ 問 9へ  

４．愛着を感じない ⇒ 問 9へ  

５．わからない、なんともいえない ⇒ 問 9へ  
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問 8 問 7で「１．」または「２．」に○をつけた方のみお答えください。 

   香芝市に愛着を感じる理由は何ですか。（あてはまるものすべてに○） 

１．生まれ育った故郷であるため ７．公園や道路などが整っているため 

２．親・兄弟姉妹など親類がいるため ８．治安がよく、安心して住めるため 

３．友人・知人が多いため ９．公共施設が整っていて住みやすいため 

４．緑や水辺などの自然に恵まれているため 10．なんとなく 

５．静かでやすらぎがあるため 11．その他（             ） 

６．すばらしい伝統文化があるため  

 

Ⅱ． 香芝市が取り組む施策の評価について、うかがいます。                                           

 香芝市では現在、第４次香芝市総合計画に基づき、７つの政策のもと、38の施策を行ってい

ます。市の取り組みへの評価についてお聞きします。 

 ※それぞれの施策について、詳しくは香芝市ホームページに掲載している「第４次香芝市総合計画」でご覧

いただけます。 

(http://www.city.kashiba.lg.jp/shisei/cmsfiles/contents/0000000784/4koukikihonkeikaku.pdf) 

 

問 9 香芝市が取り組んでいる以下のそれぞれの施策について、 

    ①現在どの程度満足されていますか。  ②また、今後どのくらい重要な取組だと思いますか。 

   それぞれについて、あなたの考えに近いもの１つに○をつけてください。 

政
策 

以下の１)～38)の施策について、 

①現在の満足度、②今後の重要度

のそれぞれについて、５～１の中

から１つ選んで○をつけてくださ

い。 

①現在の満足度 ②今後の重要度 

と
て
も
満
足
し
て
い
る 

 

あ
る
程
度
満
足
し
て
い
る 

 普
通 

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な
い 

 

全
く
満
足
し
て
い
な
い 

 

と
て
も
重
要
で
あ
る 

 

あ
る
程
度
重
要
で
あ
る 

  普
通 

 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

い  

全
く
重
要
で
は
な
い 

  い 

自
然
・
環
境 

１)ゴミの減量化とリサイクルの推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

２)環境問題への取り組み強化 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

３)自然環境（緑地）の保護    ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

４)住環境（景観）の保全 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

５)上水道の整備   ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

６)下水道の整備 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

安
心
・
安
全 

７)災害対策の充実  ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

８)防犯活動の強化  ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

９)交通安全対策の強化 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

http://www.city.kashiba.lg.jp/shisei/cmsfiles/contents/0000000784/4koukikihonkeikaku.pdf
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政
策 

以下の１)～38)の施策について、 

①現在の満足度、②今後の重要度

のそれぞれについて、５～１の中

から１つ選んで○をつけてくださ

い。 

①現在の満足度 ②今後の重要度 

と
て
も
満
足
し
て
い
る 

 

あ
る
程
度
満
足
し
て
い
る 

 普
通 

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な
い 

 

全
く
満
足
し
て
い
な
い 

 

と
て
も
重
要
で
あ
る 

 

あ
る
程
度
重
要
で
あ
る 

  普
通 

 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

い  

全
く
重
要
で
は
な
い 

  い 

都
市
基
盤 

10)良好な新市街地の形成 

 （公共バス・バリアフリー等） 
５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

11)駅を中心とした拠点機能充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

12)道路整備の充実  ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

健
康
・
福
祉 

13)地域福祉の推進 

 （ボランティア推進・生きがいづくり等） 
５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

14)医療体制の充実  ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

15)市民の健康づくりの推進  ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

16)高齢者福祉の充実   ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

17)障がい者福祉の充実  ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

18)社会保障制度の安定的運用の推進   ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

子
育
て
・
教
育 

19)家庭・地域の教育力の向上  ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

20)就学前教育の充実   ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

21)学校教育の充実 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

22)子ども・若者のフォローアップ   

 （青少年の健全育成） 
５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

23)「いつでも・どこでも・だれでも」 

  学び、楽しめる環境の充実 

 （生涯学習・スポーツ） 

５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

24)子育てと仕事の調和 

 （保育サービス・子育て支援） 
５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

産
業
・
文
化
・
連
携 

 
 
 

 

25)産業の振興   ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

26)農業の振興  ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

27)観光の振興  ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

28)あらゆる人権を守る社会づくり

の確立 
５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

29)男女が共同参画できる地域づくり ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 
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政
策 

以下の１)～38)の施策について、 

①現在の満足度、②今後の重要度

のそれぞれについて、５～１の中

から１つ選んで○をつけてくださ

い。 

①現在の満足度 ②今後の重要度 

と
て
も
満
足
し
て
い
る 

 

あ
る
程
度
満
足
し
て
い
る 

 普
通 

あ
ま
り
満
足
し
て
い
な
い 

 

全
く
満
足
し
て
い
な
い 

 

と
て
も
重
要
で
あ
る 

 

あ
る
程
度
重
要
で
あ
る 

  普
通 

 

あ
ま
り
重
要
で
は
な
い 

い  

全
く
重
要
で
は
な
い 

  い 

産
業
・
文
化
・
連
携 

 

30)地域コミュニティの充実・醸成 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

31)文化・国際交流への取り組みの推進  ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

32)歴史文化財の保存と継承・展開 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

行
政
経
営 

  

33)地域経営※１システムの確立 

 （窓口サービスの充実） 
５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

34)財政運営の健全化  ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

35)組織活性化の推進 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

36)IT（情報通信技術）の活用 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

37)市税等の賦課※２・徴収の強化 ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

38)広報・広聴の充実  ５ ４ ３ ２ １ ５ ４ ３ ２ １ 

政
策
全
般 

政策分野全体（総合評価） ５ ４ ３ ２ １  

※１ 市役所において、組織の効率化、経費削減、市民サービス充実などの行政改革を行うほか、市民や地域の多様な主体とも連携しなが  

    ら、まち全体の経営を進めること。 
※２ 市税などを課すこと（割り当てて負担していただくこと）。 

 

 

 上記の１）～38）の施策のうち、①優先的に力を入れるべきと思う施策、また、②そのために取り組

みを少し後に回してもやむを得ないと思う施策をそれぞれ３つまで選んで、施策の番号を該当する欄

にご記入ください。 

 

    ●優先的に力を入れるべきと思う施策    ●後に回してもやむを得ないと思う施策 
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Ⅲ． 市民協働のまちづくりについて、うかがいます。                                              

問 10 現在の香芝市は、市民と行政が協働してまちづくりに取り組むことができていると思いますか。

（１つに○） 

１．思う ４．あまりそう思わない 

２．まあまあそう思う ５．思わない 

３．どちらともいえない ６．わからない 

 

 

問 11 市民と行政が協働してまちづくりを行ううえで、あなたが必要だと思うのはどのようなことですか。

（あてはまるもの３つまでに○） 

１．市民と行政との交流や意見交換する機会をつくること 

２．まちづくりの情報の公開を充実すること 

３．まちづくりや計画づくりに市民が参加する機会を増やすこと 

４．市民が自らの活動情報等を発信できる広報等を充実すること 

５．市民が参加できるイベント・事業を実施してＰＲすること 

６．市民が活動するための拠点施設を整備すること 

７．わからない  

８．その他(                                     ) 

 

 

問 12 ワークショップやタウンミーティングなど、市民と行政との交流や意見交換する機会があれば、

あなたは参加したいと思いますか。（１つに○） 

１．参加したい ⇒問 13へ ２．参加したくない ⇒問 14へ ３．わからない ⇒問 14へ 

 

問 13 問 12で「１．」に○をつけた方のみお答えください。 

   どのようなテーマについて交流や意見交換したいと思いますか。自由に書いてください。 

例）商業施設の活性化、子育てサークルの充実、高齢者の支援など 

 

 

問 14 すべての方にうかがいます。 

   まちづくりや計画づくりに市民が参加する機会があれば、あなたは参加したいと思いますか。  

   （１つに○） 

１．参加したい ⇒問 15へ ２．参加したくない ⇒問 16へ ３．わからない ⇒問 16へ 

  

問 15 問 14で「１．」に○をつけた方のみお答えください。 

   どのようなテーマのまちづくりや計画づくりについて参加したいと思いますか。（あてはまるも

のすべてに○） 

１．総合計画 ４．産業振興 ７．自殺対策 10．子ども・子育て 

２．都市計画 ５．地域福祉 ８．障がい福祉 11．その他 

３．地域防災 ６．健康づくり ９．介護予防・介護 

  サービス 

 （      ） 
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問 16 すべての方にうかがいます。  

   下記の中で、①市民ができること、やるべきこと、一方、②特に行政がやるべきことは何だと思い

ますか。それぞれあてはまるものを３つまで選んで、選択肢の数字を該当する欄にご記入ください。 

    ①市民ができること             ②行政がやるべきこと 

        

   

１．防災活動 ７．ごみの減量・リサイクル 13．外国人住民との交流 

２．防犯活動 ８．まちの美化・緑化 14．レクリエーション活動 

３．子育て支援 ９．自然保護や環境の保全 15．産業振興 

４．高齢者の支援 10．青少年健全育成 16．歴史の保存・継承 

５．障がい者（児）の支援 11．スポーツ活動 17．その他 

６．健康づくり活動 12．文化や芸術活動   （         ） 

 

 

問 17 今後、香芝市をどのようなまちにしたいですか。（あてはまるもの３つまでに○） 

１．自然が豊かなまち 10．環境問題への取り組みが盛んなまち 

２．農林業が盛んなまち 11．バスなど公共交通機関が充実したまち 

３．スポーツが盛んなまち 12．買い物が便利なまち 

４．商業が盛んなまち 13．文化・芸術活動が盛んなまち 

５．工業が盛んなまち 14．子育てしやすいまち 

６．観光が盛んなまち 15．教育が盛んなまち 

７．国際交流が盛んなまち 16．わからない 

８．健康づくりが盛んなまち 17．その他（             ） 

９．病院など医療機関が充実したまち  

 

 

問 18 住民の皆さんが、いきいきと地域の活動に取り組んでいただけるようにするためには、何が大切

だと思いますか。（あてはまるものに３つまでに○） 

１．住民同士が困ったときに、今以上に助けあえる関係 

２．あいさつができる位の顔見知りの関係 

３．自治会、まちづくり協議会、老人クラブ、子ども会などの活動の活性化 

４．学校や幼稚園、保育所等と住民の交流やつながり 

５．地元の商業者など、事業者と住民のつながり 

６．交流の機会となる地域の行事 

７．活動の担い手やリーダーとなる人 

８．だれもが気軽に立ち寄ったり集えるような場 

９．市内での活動状況や先進的な地域活動事例などの情報提供 

10．ボランティアなどの人材の紹介・派遣 

11．地域活動に関する行政窓口の一元化 

12．その他(                                                       ) 
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Ⅳ． 地方創生の取り組み（就労・雇用、子育てなど）について、うかがいます。                                           

 

国では、少子高齢化の進展に的確に対応し、人口減少に歯止めをかけるべく、平成 26年「まち 

  ・ひと・しごと創生法」を制定し、地方自治体にも取り組みを進めるよう呼びかけています。 

この動きに呼応するものとして、本市は、一人でも多くの方に、香芝市を「働く場」「訪れる場」 

「産み育てる場」として選んでもらうことが重要であると考え、市内産業の振興を図り人の流れ 

を生み出すこと、出産・子育てしやすい環境づくりや適切な支援を行うことを第一に取り組みを進め 

てきました。 

このことに関連して、うかがいます。 

問 19 香芝市では以下の事業について取り組んでいます。①進んでいると感じる取り組み、②進んでい

ないと感じる取り組みについて、それぞれ３つまで選んで、取り組みの番号を該当する欄にご記

入ください。 

また、香芝市が活性化し、「働く場」「訪れる場」「産み育てる場」として選んでもらうために、③

進めると効果的だと思う取り組みについて、あてはまるものを３つまで選んで、取り組みの番号

を該当する欄にご記入ください。 

１．新規創業の推進（若者・女性などの創業支援、創業後の継続的な支援体制の充実 など） 

２．市内企業の競争力の強化（設備投資の促進、特許等取得の支援、かしば産業展の開催など） 

３．市内での新たな企業の立地促進（工場や商業施設の誘致、市内企業の事業拡大支援 など） 

４．女性活躍の推進（男女共同参画の推進、女性の就職支援 など） 

５．広報の充実による市内外への PR 活動（市内外への市政情報・地域情報の発信 など） 

６．雇用環境の充実（市内合同企業説明会の開催、女性の就労支援 など） 

７．地域ブランド力の向上（地域ブランド商品開発、地産地消の推進 など） 

８．健康・子育ての応援（親子交流の場、乳児家庭訪問、虐待対応、障がい児福祉 など） 

９．保育・教育の充実（待機児童解消、一時預かり保育・病児保育等、学校施設の整備 など） 

10．家庭の自立支援（生活困窮者の自立促進、ひとり親家庭へのサポート など） 

   ①進んでいると感じる取り組み       ②進んでいないと感じる取り組み 

        

 

   ③進めると効果的だと思う取り組み（①②と重複可） 

          

 

 

問 20 香芝市を「働く場」「訪れる場」「産み育てる場」として選んでもらうために、問 19に挙げた取り

組み以外に、どのような取り組みが必要だと思いますか。自由にお書きください。    
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＜産業振興・人の流れの創出について＞ 

問 21 あなたは今後、就職や転職を考えていますか。（１つに○） 

１．考えている  ⇒問 22へ  

２．考えていない ⇒問 25へ  

 

 

問 22 問 21で「１．」に○をつけた方のみお答えください。 

転職・就職の際、香芝市内で働く機会があれば、働きたいと思いますか。（１つに○） 

１．機会があれば香芝市内で働きたい ⇒問 23へ    

２．機会があっても香芝市内で働きたいと思わない ⇒問 24へ 

３．今後のことはわからない ⇒問 25へ 

 

 

問 23 問 22で「１．」に○をつけた方のみお答えください。 

就労・雇用について、香芝市にどのような支援策を望みますか。（あてはまるもの３つまでに○）  

１．女性、若者、高齢者を対象とした就労支援 

２．就職相談窓口の設置 

３．地元就職に対する奨励制度の創設 

４．市内で働く場所の創出・拡大 

５．求人拡大のために市内事業者への支援 

６．市内事業者の情報発信（事業者の案内、紹介サイトなど） 

７．市内事業者の就職フェア、見学会等の開催 

８．市内事業者への賃金、長時間労働抑制等の労働条件改善の働きかけ 

９．その他（                                  ） 

 

 

問 24 問 22で「２．」に○をつけた方のみお答えください。 

香芝市内で働きたいと思わない理由は何ですか。（あてはまるもの３つまでに○）   

１．希望するような仕事・求人がない 

２．大企業がない 

３．技術や能力を活かせる職場がない 

４．賃金や福利厚生などの労働条件が悪い 

５．視野を広げたい 

６．香芝市（実家）と離れた場所で仕事がしたい 

７．その他（                                   ） 
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問 25 すべての方にうかがいます。 

   市内産業の活性化を図るためには、どのようなことが必要だと思いますか。（あてはまるもの３つ

までに○） 

１．市内企業への支援の強化 

２．地域の特色を生かした新たな産業の育成 

３．優良な企業の誘致 

４．農業の担い手の育成、地産地消の推進 

５．雇用機会の増加 

６．地域ブランドの創出（新たな特産品の開発、観光資源の発掘 など） 

７．観光の振興やイベントなどを開催し、市外から多くの人が訪れるようにする 

８．その他（                                 ） 

 

 

＜出産・子育て支援について＞ 

問 26  あなたにとって、①理想的な子どもの人数、②実際に予定している（いた）子どもの人数、③現

在の子どもの人数はそれぞれ何人ですか。①～③の（ ）に数字を記入してください。すべての方

にうかがいます。 

①理想的な子どもの人数  （    ）人 

②実際に予定している（いた）子どもの人数 （    ）人 

③現在の子どもの人数           （    ）人 

 

 

問 27  理想の子どもの数よりも実際に予定している（いた）子どもの数が少ない方（問 26で①より②が

少ない方）にうかがいます。 

子どもの数が理想の人数より少ないのはなぜですか。（あてはまるものすべてに○）    

１．子育てや教育にお金がかかりすぎる（すぎた）から 

２．家が狭い（狭かった）から 

３．自分の仕事（勤めや家業）に差し支える（差し支えた）から 

４．子どもがのびのび育つ環境ではない（なかった）から 

５．自分や夫婦の生活を大切にしたい（したかった）から 

６．高年齢で生むのはいやだ（いやだった）から 

７．これ以上、育児の心理的、肉体的負担に耐えられない（耐えられなかった）から 

８．健康上の理由から 

９．ほしいけれどもできない（できなかった）から 

10．家族の家事・育児への協力が十分ではない（なかった）から 

11．家族が望まない（望まなかった）から 

12．定年退職までに末子が成人してほしい（ほしかった）から 

13．その他（                                 ） 
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問 28 香芝市で子どもを産み育てやすくするためには、子育て支援について、今後さらに何が必要だと

思いますか。（あてはまるもの３つまでに○）       

１．保育所、幼稚園、認定こども園等の数や受入人数の拡大 

２．延長保育や一時預かり等を含む多様な保育サービスの充実 

３．子育てと仕事を両立できる就労環境づくりの啓発・支援 

４．家庭における男性の子育てへの参加促進 

５．妊娠・出産・子育てのための体制の充実 

６．不妊治療や高齢出産に対する支援 

７．妊産婦家庭訪問・乳幼児家庭訪問などの保健サービスの充実 

８．身近な地域内で子育てを支援する体制の整備 

９．公園等の子どもが遊べる場所の整備 

10．親同士が交流できる場の充実 

11．子育てに関する相談支援の充実 

12．子育てに関する情報提供 

13．虐待防止など、子どもの安全を守る施策や体制の充実  

14．子どもの教育費に対する経済的支援 

15．子どもの医療費に対する経済的支援 

16．ひとり親家庭への経済的支援 

17．その他（                                 ） 

 

 

問 29  香芝市で子どもを産み育てやすくするためには、学校教育環境について、今後さらに何が必要だ

と思いますか。（あてはまるもの３つまでに○）    

１．パソコンやタブレット端末を活用した授業 

２．外国語学習を通した国際理解教育の推進 

３．体験学習や道徳などを通じた心の教育の充実 

４．障がいがある児童・生徒への支援体制の充実 

５．いじめや不登校等への対応、児童・生徒への相談や支援 

６．放課後活動（部活動・学童保育・放課後子ども教室など）の充実 

７．地域の豊かな学習資源（自然、文化財、芸術文化など）の活用 

８．保育所・幼稚園・認定こども園等と小学校、中学校との連携 

９．保護者や地域への学校教育活動や取組内容の発信 

10．学校・家庭・地域が連携して子育てをしていくための取り組みの推進 

11．校舎や遊具等の施設面での環境整備 

12．その他(                                   ) 
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Ⅴ．市の将来像について、うかがいます。                                             

問 30  香芝市の将来像（あるべき姿のキャッチコピー）について、あなたが連想するキーワードを３

つまで記入してください。キーワードは日本語に限りません。 

 

   ＜現行計画の将来像＞ 

キーワード：笑顔、元気 ⇒ 「笑顔と元気！！ 住むなら かしば」 

 

    

＜次期計画の将来像＞ 

   キーワード 

① 

② 

③ 

 

問 31 香芝市におけるまちづくり等について、ご意見があれば自由にお書きください。 

 

 

 

 

    

  

⇒ 

「・・・・・・・・・・・・・・・・・」 

皆さまからいただいたキーワードを元に、 

新しい香芝市の将来像（あるべき姿の 

キャッチコピー）を検討します。 

後少しですので、ご協力を 

お願いします。 
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以下は、現在香芝市で検討している個別課題についての質問です。 

Ⅵ．モナミホールについて、うかがいます。                                              

 モナミホールは、座席数 1,030席の本市最大のイベントホールであり、成人式や市内保育園・幼稚園 

のイベント等の会場として利用されていました。 

 しかしながら、建物が古く耐震化されていないため震度６以上の地震で倒壊する恐れがあり、安全に

利用できないため現在休館しています。 

 利用率が約 29%（練習での利用を除けば約 7%）に留まっていることの他、音響や照明の設備が古い、

バリアフリー化されていないなど課題も多く、今後の利用については市民のニーズや経費を含めて検討

が必要です。 

 

問 32 モナミホールを１年間にどのくらい利用していましたか。（１つに○）    

１．20回よりも多い ４．３～５回 

２．10～20回程度 ５．１～２回 

３．５～10回程度 ６．利用したことがない 

 

 

問 33 モナミホールは老朽化のため、このまま利用し続けることはできませんが、施設整備の方向性と

して建て替え、改修、取り壊しを選択肢として検討しており、改善効果と経費を下記のように見

込んでいます。あなたの考えに近いものはどれですか。（１つに○）  

１．建て替え  ⇒問34へ ２．改修  ⇒問34へ ３．取り壊し  ⇒問35へ 

（参考）整備の方向性による効果等 

 
改善効果等 

経費見込み 

工事費 維持管理費 

建て替え 

 楽屋を舞台の後ろに持って来ることができ、障が

い者の移動も安全かつ楽になる。 

 エレベーター、授乳室、多目的トイレ、親子室、障

害者スペースを設置でき、利用しやすくなる。 

 照明･音響設備等の大幅な改善が見込める。 

 今後長期間利用できる。 

約21億円 
年間 

約3,000万円 

改修 

 現在の座席が狭いので、改修により座席数が800席

ほどに少なくなる。 

 多目的トイレ、トイレの洋式への改修。授乳室も設

置。しかし、バリアフリーにはならない。 

 楽屋は地下のままなので、利便性に欠ける。舞台の

音響・照明・吊物は更新されない。 

 エレベーターを設置する場合は、１階から２階へのみ

のエレベーター設置となる。地階には設置できない。 

 耐震化されて安全に利用できる。利用可能期間が

延長される。 

約12億円 
年間 

約3,000万円 

取り壊し 維持管理費がかからない。 約2億円 不要 

※維持管理費は平成30年度実績に基づく見込み額。建て替えの工事費は近隣のイベントホールの工事費

を参考に試算。 
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問 34 問33で「１．」または「２．」に○をつけた方のみお答えください。 

   建て替えまたは改修する場合の費用及び今後の維持管理の費用については、将来の市民が負担す

ることになります。負担を少なくするために、これらの費用をどのようにまかなうべきだと思い

ますか。（あてはまるものすべてに○）    

１．利用料を引き上げる、免除の要件を厳しくする等、利用者の負担を増やす 

２．施設の小規模化、開館日数の減や開館時間の短縮など、施設やサービスの総量を縮小する 

３．近隣市町との共同建設・運営により費用負担を削減する 

４．他の行政サービスを縮小して税金でまかなう 

５．その他（                                  ） 

 

 

問 35 問33で「３．」に○をつけた方のみお答えください。 

   今後の施設整備についてどのようにすべきだと思いますか。（あてはまるものすべてに○）  

１．ふたかみ文化センター等、他の施設で役割を補う 

２．提携等により他市町村にあるホールを利用しやすくする 

３．近隣市町と共同で建設する 

４．新たな施設整備は必要ない 

５．その他（                                  ） 

 

 

問 36 すべての方にうかがいます。 

   モナミホールのような文化施設について、利用者を増やしていくために改善していくべき課題は

何でしょうか。（あてはまるものすべてに○）    

１．魅力あるイベントの企画 ６．民間や近隣自治体の他の施設との差別化 

２．施設の立地、アクセスの改善 ７．営業時間の延長等、利用しやすさの改善 

３．音響等の設備の充実 ８．施設をもっと認知してもらうための広報 

４．施設のバリアフリー化 ９．その他 

５．利用しやすい料金設定 （                   ） 

 

 

問 37 イベントホールの整備について、ご意見があればご記入ください。    
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Ⅵ． あなたご自身のことについて、うかがいます。                                           

問 38 現在の社会生活上の性別（自分が日常生活を送っている性別）をお答えください。（１つに○） 

１．男性 ２．女性 ３．その他 

 

 

問 39 年齢をお答えください。（１つに○） 

１．16～19歳 ６．40～44歳 11．65～69歳 

２．20～24歳 ７．45～49歳 12．70～74歳 

３．25～29歳 ８．50～54歳 13．75歳以上 

４．30～34歳 ９．55～59歳  

５．35～39歳 10．60～64歳  

 

 

問 40 お住まいの小学校区をお答えください。（１つに○） 

１．五位堂小学校区 ５．関屋小学校区 ９．真美ヶ丘西小学校区 

２．下田小学校区 ６．三和小学校区 10．旭ケ丘小学校区 

３．二上小学校区 ７．鎌田小学校区  

４．志都美小学校区 ８．真美ヶ丘東小学校区  

 

 

問 41 主なお仕事をお答えください。（１つに○） 

１．会社・団体・学校等の正規職員 ５．学生（高校・専門学校を含む） 

２．派遣・嘱託・契約社員 ６．主婦（主夫） 

３．自営業（農業を含む） ７．無職・定年退職者 

４．アルバイト、パート ８．その他 

 

 

問 42 問 41で「１．」～「５．」に○をつけた方のみお答えください。 

主な就業地または通学地をお答えください。（１つに○） 

１．香芝市内（自宅を含む） ４．大阪市以外の大阪府内 

２．香芝市以外の奈良県内 ５．奈良県・大阪府以外の地域 

３．大阪市  

 

 

問 43 家族構成をお答えください。（１つに○） 

１．単身（ひとりぐらし）世帯 ４．親子孫３世代世帯 

２．夫婦のみ世帯 ５．その他 

３．親子２世代世帯  

 

ご協力ありがとうございました。 

 

無記名のまま、同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、

９月２７日（金）までに投函してください。 
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